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1 はじめに
ブログや掲示板などのウェブ上に大量に存在するテキス
トデータからの意見抽出研究の上で，スプログはノイズ
として障害を引き起こす存在であり，これらを機械的に
特定し，排除するべき対象である．[2–4]はそのための
スプログ自動検出の研究である．ここで，スプログはア
フィリエイトの目的のため，他者の記事を盗用しながら
機械的に生成され，大量複製されるブログであり，ユー
ザを誘引するためのキーワードを設定しているものと推
測される．本研究はスパムブログデータセットを効率的
に集めることを目的として，キーワードのバースト特性
を利用して，スパムブログを収集し，データセットを作
成する．キーワード特性とスプログの素性との間の関係
について分析し，スパマーの嗜好の分析を行う [5]．収
集した一部データセットの解析から，注目すべき重要な
事実として，収集したスプログの半数以上が極少数のス
パマーによって作成されていることがわかった．

2 データセット作成手法
2.1 キーワードの素性と設定
キーワードの持つ素性として情報価値・情報有効時間を
設定した 2次元マップ (図 2)上の配置を考え，特性の
分布に偏りの無いよう 50のサンプルキーワードを設定
した．

2.2 キーワードの時系列特性
ブログにおいて，キーワードがバーストする際，そこ
にはスプログによるノイズが含まれていることが多い．
よってキーワードを含むポストの頻度の時系列的変化を
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福原らの関心システム [1]にて観測する．このシステム
中の日本語ブログデータセットより，2007年において，
ブログ中にキーワードを含む記事数が最大となるバース
ト日にポストしているブログページから 110件をサンプ
リングし取得した．

2.3 スプログの素性
スプログは利益目的で広告を載せたり，不正にアフィリ
エイトサイトのランキングを向上させる目的によって作
られている，偽のブログである [4]．スプログの作成手
法の多くは他者の作成した文章を盗用元として機械的に
複製をし，スパマー自身はコンテンツ制作にほとんど労
力をかけない．しかし機械的複製をする上でも，よりア
フィリエイト効果を高めるべく，特定のユーザを誘引す
る目的でそのユーザを誘引できるキーワードをスプログ
に設定しているものが存在する．ニュース記事を盗用す
ることで，最新のトピックに興味を持つユーザを無差別
的に誘引するものや，特定のキーワード，特に高い効果
の adsense 1キーワードを含むポストを収集して，特定
のユーザを誘引し，アフィリエイト効果を期待している
ものもある．本研究では取得したスプログのデータに対
して以上の観点からの詳細な分類を行う [5]．

i) アフィリエイト広告やアフィリエイトサイトへのリ
ンクの有無

ii) スプログ本文の盗用元
iii) スプログ本文の自動生成の手順

3 スプログデータセットの分析結果
現在 50キーワード中 22キーワードの判定作業が終了し
ているため，22キーワードでの初期評価を行った．

3.1 ブログホスト会社の内訳
図 1の示すように, 全スプログの 85%は上位 3件のホス
トに集中している．この内、上位 2件のホストでは収集
したブログ中のスプログ混入率は 50%以上であり，スプ

1http://google.com/adsense



図 1: スプログデータセット中のブログホストの分布

ログ除去にかけているコストは他のホストよりも低いと
思われる．また，ここで特定少数のスパマーが大量のス
プログを生成していることが確認された．

3.2 キーワード素性とスプログ素性の関係
22キーワードのスプログ混入率を表 1に，2次元マップ
上の配置を図 2に示す．

(1) 40%超のキーワードの 5件中 4件のスプログのほ
とんどは特定少数のスパマーの手によるものである．こ
のキーワードのスプログは本研究で収集したスプログの
半数を占める．スパマーがいつスプログを生成し，どの
キーワードを選ぶかによって，ここに現れるキーワード
やスプログの素性は大きく影響を受けるものと思われる．

(2)図 2より，10%未満のキーワードはほとんどマップ
上半分に配置されているとわかる．これより，スプログ
には情報価値の高いキーワードより情報価値の低いキー
ワードが含まれる傾向があると言える．例外的に 40%超
で上半分に配置するキーワードである国民年金・朝青龍
は 5人以下の特定少数のスパマーの影響を大きく受けて
いる．これは特定少数スパマーがニュース記事の盗用と
いう仕組みを選んでスプログを生成した時期に，偶然，
国民年金・朝青龍に関連する報道が多かったため，結果
的にこれを含むスプログが多数生成されたことによる．

(3) ウワサ，エログ，健康食品の 3件では他ブログま
たは広告文の引用が多く，ニュース引用は少ない．

4 まとめ
本研究ではキーワードのバースト特性に基づいて日本語
スプログの収集・分析を行った．収集したスプログデー
タセットにおいて，半数以上のスプログは，特定少数の
スパマーが生成している事が判明した．今後の展開とし
て，[4]で研究された，スプログ中の特徴語，入出次数
分布，ピング時系列などの特徴を含めて更なる分析を進

表 1: キーワード別スプログ混入率
キーワード スプログ混入率 (%)

ウワサ バースト無し 88.2

エログ 79.1
国民年金 58.9
無修正 バースト無し 57.0

健康食品 バースト無し 43.0

動画 バースト無し 27.5

バイアグラ バースト無し 27.8

ビリーズブートキャンプ 23.4
ダルビッシュ 22.9
美容整形 バースト無し 20.9

朝青龍 17.5
サエコ 16.4

中華航空，コムスン，ZARD，女性の品格，猛暑，Wii，北朝鮮，
干物女，参議院選挙，民主党はスプログ混入率 10%未満
計 23.5

図 2: キーワードマップ上で見るスプログ分析の結果

める．次に，データセットに蓄積されたスプログ判別例
を基に，既存のスプログ検出技術 [3]を適用して，高精
度のスプログ判別器を開発し，さらなるデータセットの
拡張に役立てる．
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